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松 本  晋一 氏

株式会社IBUKI
株式会社O2　株式会社XrossVate
代表取締役社長

1970年10月15日生まれ。早稲田大学政治経済

学部経済学科卒。

大手化学メーカー、外資系ITベンダーのディレ

クター、コンサルティングファームのディレク

ターなどを経て2004年3月に株式会社O2を設

立、代表取締役就任。設立10年で、製造業向け

コンサルティング会社として国内最大手企業へ

と成長させる。2013年8月に、O2のエンジニ

アリング部門を分社化し株式会社Xros sVa te

設立、代表取締役就任。『ゼロから設計マン』

などユニークな教育カリキュラムを開発し大手

企業にて採用が進む。コンサルティング企業が

製造部門を保有する新しい形を目指し、2014年

10月に株式会社安田製作所を買収（現在の株式

会社IBUKI）、代表取締役就任。

6年連続赤字の会社を僅か一年でV字回復へと

導く。2016年10月に、AI企業としてO2グルー

プ内に株式会社LIGHTzを設立。NHKで特集を

組まれるなど話題のAI企業へと成長を続ける。

神 田  和也 氏

鶴岡工業高等専門学校 副校長
創造工学科 電気・電子コース 教授

食品会社で食品生産ライン自動化設計・施工と

検査装置開発に従事。2004年、鶴岡工業高等専

門学校に赴任。研究テーマは「食の安全へ―食

品工学と農業ICTの研究」。食品工学、食品用セ

ンサ、農業ICT、再生可能エネルギー等による

電力供給システム構築などを研究。

サラウッディン ムハマド サリム ザビル 氏

鶴岡工業高等専門学校
創造工学科 情報コース 教授

バングラディシュ生まれ。2015年11月から鶴

岡高専創造工学科教授。研究テーマは「情報ネ

ットワーク及びICT技術の活用に関する研究」。

ネットワーク、IoT、e-hea l t h、高齢者向けの

ICT技術、農業ICT、途上国向けの技術やサー

ビスなどの研究を行っている。

田 中  陽一郎 氏

山形大学大学院理工学研究科 教授  
ものづくり技術経営学（MOT）�
地域価値創成学研究所 ICT産業連携部門長

山形市生まれ。2016年11月に山形大学に着任。

東芝研究開発部門にて一貫して高密度ストレー

ジ技術研究と実用化開発に携わる。垂直磁気記

録技術、メディア材料物性、GMRヘッド技術、

信号処理技術の研究開発に従事。2005年に垂直

磁気記録方式を採用したHDDを世界で初めて

実用化。シリコンバレー研究開発センターでは

NANDフラッシュメモリを実装したハイブリッ

ドストレージのアーキテクチャを開発。クラウ

ドやビッグデータ時代の大容量データ社会イン

フラの基礎を担う。

近年は、米国大学及び産業界と連携し、医科学

研究（脳神経、ゲノム）向け次世代データセン

ター・アーキテクチャ研究開発に従事。

内 閣 府 革 新 的 研 究 開 発 推 進 プ ロ グ ラ ム              

（ ImPACT）プログラム・アドバイザー（2015年

～現在）、国立研究法人物質･材料研究機構の研

究評価委員（2016年度）、山形県IoT推進ラボプ

ロジェクトディレクター（2017年度）を務める。
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